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2022 年５月 27 日 

第 35回『第一生命サラリーマン川柳コンクール』ベスト 10発表！ 

コロナ禍の暮らしを名番組とかけて詠んだ一句がグランプリを獲得！ 

「８時だよ!! 昔は集合 今閉店」 

 

 第一生命保険株式会社（社長：稲垣 精二）は、2021 年９月から 10 月にかけて、第 35 回『第一生命サラ

リーマン川柳コンクール』を実施しました。全国から約６万句以上が集まり、2022 年１月には全国優秀 100

句を発表。その中から全国約６万名のサラ川ファンの投票により、ベスト 10 が決定しました！ 

 今回は、まん延防止等重点措置による時短営業が求められる中、コロナ禍の暮らしを、かつての人気番

組のタイトルと掛けた作品が見事グランプリを獲得！サラ川ファンの中には当時番組を視聴していた方々

も多く、コロナによる暮らしの変化をユーモラスに表現した秀逸な作品に共感の声が多数寄せられました。 

 その他にも、マスク文化ならではの“あるある”を詠んだ作品が数多くランクイン。さらに、毎年恒例の健

康を省みる作品や流行語を取り入れた川柳は今回も多くの支持を集め、見事ベスト 10 入りを果たしまし

た！ 
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■第 35回サラリーマン川柳コンクール 全国投票結果（ベスト 10） 

 

■年代別でみるサラ川ベスト３！ 

 今回は、職場での“あるある”をコロナウイルスとかけた作品が全世代のベスト３にランクイン。働いている中

で、誰しも一度は経験したことのある、仕事でのワンシーンを巧みに詠んだ作品に、「まさに私の上司そのも

の！」「今の職場の状況そのもの」といった共感の声が寄せられました。昨年よりスタートしたワクチン接種に

ついても多くの方が２回の接種を終え、３回目の追加接種がスタート。一例として東京都民の年代別接種状況

（図１）を見ると、優先的に接種を受けることができる高齢者層はもちろん 20 代〜30 代の比較的若い層も既

に３割前後が接種を完了しています。 

 また、40 代以上の世代では、今回のグランプリ作品に加え、健康にまつわる作品が共通でランクイン。コロ

ナ禍ならではの“あるある”に「激しく同意！」「まさに自分」といった共感の声に加え「副反応と服反応をかけて

いるのがうまい！」「ユーモア最高」など作品の秀逸さを評価するコメントも多数寄せられました。 

 

※インターネット経由の投票数を元に算出。 
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〈図１〉 

 

出典：東京都福祉保健局「ワクチン接種実績」 https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/iryo/kansen/coronavaccine/jisseki.html 

（2022年５月 10日時点） 

第一生命ホームページでは、今年のサラリーマン川柳コンクールの総評に加えて、ベスト 10 作品の投票理

由や得票数もあわせて発表しています。 

【第一生命サラリーマン川柳ホームページ】 

https://event.dai-ichi-life.co.jp/company/senryu/index.html 

 

■地元の魅力で一句詠む！「地元サラ川」協働先募集中！ 

 第一生命は、全国 47 都道府県や多くの市区町村と協定締結を

推進し、地域の課題解決に向けて、自治体と協働でより良い地域

社会づくりに取り組んでいます。その取り組みの一環として今年も

「地元サラ川（ジモサラ）」コンクールに取り組んでいただける自治

体のみなさまを募集します。「お国自慢」や「健康」「詐欺撲滅」のほ

か、「学校生活の思い出」や「家族との暮らし」、昨今話題の

「SDGs」など自由にテーマを設けていただくことも可能です。サラ川

を通じて、地域が抱える課題への関心や共感をいただくことで、解

決に向けたお手伝いをします。昨年は、全国の自治体や警察のみ

なさまと協働し、37,542 句もの作品が寄せられ、大きな盛り上がり

を見せました。                 

 また、地元サラ川に応募された作品も全国ベスト 100 句に入選しています。土地の名産や方言を盛り込んだ

ユーモア溢れる川柳で、第 35 回コンクールを盛り上げました。協働を希望される自治体のみなさまは、お近く

の第一生命までご連絡ください。 

【2021 年度地元サラ川入選作品】 

https://www.dai-ichi-life.co.jp/campaign/jimosara/index.html 
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■新名称発表！その名も『サラっと一句！わたしの川柳コンクール』！ 

『サラリーマン川柳コンクール』は 2021 年度に第 35 回を迎え、長年「サラ川」の愛称で多くの方に親しまれて

きましたが、このたび名称を改め新たなスタートを切ります。 

新名称『サラっと一句！わたしの川柳コンクール』は、職場や家庭の日常を、五・七・五にのせてユーモアたっ

ぷりに表現していただくコンセプトは守りながら、一人ひとり異なる価値観やライフスタイルを持つ「わたし」が

感じた日常を気軽にご応募いただきたいという想いを込めるとともに、老若男女問わず、幅広い方々にご案内

でき、より長くご愛顧いただける名称を目指しました。 

新名称で初となるコンクールは 2022 年９月下旬より募集開始予定です。みなさまの素敵な作品をお待ちして

います！ 

※新名称は 2022年度の募集開始から適用しますが、今回ベスト 10発表のタイミングで告知するものです。 
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※66位・70位・74位・77位・80位・91位は同数のため同順位。 

※38位・60位・66位（雅号：たかちほ）、70位（雅号：禁煙 1日目）は地元サラ川入選句です。 

※川柳、雅号は、すべて応募者の表記にしたがっているため、一部当て字等での表記で掲載しています。 

※作品の著作権はすべて第一生命に帰属しています。無断での転載、使用はご遠慮ください。 
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第 35 回「第一生命サラリーマン川柳コンクール」の概要 

★2021 年９月～10 月実施 応募作品数 62,657 句（2021 年度地元サラ川応募数含む） 

★2022 年１月～３月 投票数 61,789 票 

 


